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町の人口 人口10,127 (-5）男4,808(+1）女5,319(-6）世帯合計3,382 (-i-D61年6月末日現在（ ）内は前月との比較です 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
 

出迎えの職員の拍手の中を初登庁 

する日野喜美男新町長=7月23日 

8 月は町県民税2期分・国民健康保健税3期分の納税月です 
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衆 参同時選挙／赤池町の投票結果 
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一
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党 氏 名 得 票 数 得 票 率 囲 

日本社会党 中西せき介 2 , 021 34 . 95 

自由民主党 尾形 智矩 1 ,052 18 . 19 

公 明 党 かじ I青 985 1 7 . 04 

自由民主党 じみ庄三郎 809 13 . 99 

日本共産党 三浦 久 560 9 . 69 

民 社 党 村田なおじ 355 1 6 . 14 

計 5 , 782 100 .00 

参議院選挙区選出 

議員選挙 

当日の有権 

投 票 者 

投 票 

~者数 7 , 362 

数 6 ,057 

率 82 ,27 % 

日本社会党 わたなべ四郎 2 , 001 35 . 72 

公 明 党 くわな義治 1 ,067 19 .05 

自由民主党 もとむら和喜 1 ,008 18 . 00 

自由民主党 福田 幸弘 889 15 .87 

日本共産党 有馬 和子 583 10 .41 

社寡責誓党 城戸やすたか 42 0 .75 

無 所 属 和智 正行 0 . 20 

計 5 , 601 1 00 . 00 

Jら 
23 39 

46) 
03バ 

・ ・ 。乙 

768 

数数率 
者 

権者 
有 票 

 票の
日 

 投投当

融明 

 位表
代上 

例く 
比挙 

院選 
議員 

参議 

日 本 社 会 党 1, 
902 35.77 

自 由 民 主 党 1 , 550 29 . 15 

公 明 党 840 15 . 80 

日 本 共 産 党 489 9 .20 

民 社 党 158 2 一97 

第 二 院 ク ラ ブ 1 18 2 .22 

サラ リーマン新党 44 0 .83 

新 自 由 ク ラ ブ 39 0 .73 

その他の政党等 177 3 . 33 

計 5 ,317 100 .00 

新しく町議会議員に決まった 

高林篤氏固と峯岡均氏囲 
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得票数 氏 名 職業 年齢 住 所

町

長

選
 

⑤ 3,408 日野喜美男 無 職 53 大字赤池551番地の25（松 本） 

3,024 香月 章 農 業 56 " - 371 番地 （伏 原） 

45 山下 譲治 無 職 52 " " 905 番地 （上の原） 

町
議
補
選
 

〇 1,797 峯岡 均 建設業 33 330 番地の7 （ 寿 ） 

〇 1,658 高林 篤 建設業 54 ク 市場639 番地 （8の3 ) 

1,621 浦田 春彦 農 業 53 上野917 番地 （大 谷） 

てフ ▽ ▽ ×7 V V 、7 ▽ 7 Y 

町
議
補
欠
選
は
峯
岡
氏
●
高
林
氏
 

町
長
辞
任
に
伴
う
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
七
月
十
五
日
に
告
示
さ
れ
、
七
月
二
十
日
、
町
内
 

三
つ
の
投
票
所
で
い
っ
せ
い
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

投
票
率
は
、
町
長
選
挙
で
九
十
・
五
二
％
と
、
前
回
（
昭
和
五
十
九
年
七
月
）
を
二
・
三
八
％
下
回
り
ま
し
た
。
△
 

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
率
は
、
九
十
・
三
四
％
で
し
た
。
 

同
日
、
午
後
七
時
半
か
ら
町
民
会
館
で
行
わ
れ
た
選
挙
会
で
は
、
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
、
開
票
事
務
を
見
守
 

り
ま
し
た
o

町
長
選
挙
で
は
、
激
戦
の
末
、
前
助
役
の
日
野
喜
美
男
氏
が
三
百
八
十
四
票
差
で
元
町
長
の
香
月
章
 

氏
を
破
り
初
当
選
し
ま
し
た
。
 

一
方
、
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
は
、
空
白
の
二
議
席
を
め
ぐ
っ
て
三
氏
が
激
し
く
戦
い
、
わ
ず
か
の
差
で
峯
 

岡
氏
と
高
林
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。
 

両
氏
は
、
来
年
四
月
ま
で
の
任
期
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

七
月
二
十
一
日
に
は
、
初
当
選
さ
れ
 

た
三
氏
に
皆
川
正
登
選
挙
管
理
委
員
会
 

委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
当
選
証
書
が
授
 

与
さ
れ
ま
し
た
。
 

委
員
長
は
、
 

「
初
心
を
忘
れ
ず
、
町
 

民
の
た
め
に
一
層
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

日
野
喜
美
男
新
町
長
は
、
七
月
二
十
 

三
日
、
出
迎
え
の
職
員
の
拍
手
の
中
を
 

初
登
庁
。
女
子
職
員
か
ら
手
渡
さ
れ
た
 

花
東
を
手
に
、
委
員
会
室
で
、
 

「
こ
れ
 

ま
で
の
や
り
方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
 

は
な
い
。
財
政
問
題
に
直
面
し
て
い
る
 

が
、
で
き
る
限
り
国
・
県
に
頼
ら
ず
、
 

ま
じ
め
に
働
き
、
自
ら
の
力
で
運
命
・
 

道
を
切
り
開
く
自
助
の
精
神
を
尊
び
た
 

い
。
選
挙
中
、
多
く
の
人
の
意
見
を
聞
 

い
た
。
行
政
改
革
大
綱
を
踏
ま
え
、
第
 

二
次
総
合
計
画
を
作
り
上
げ
、
町
内
に
 

出
て
色
ん
な
意
見
を
聞
き
、
活
力
あ
る
 

街
づ
く
り
を
目
指
す
」
と
所
感
を
述
べ
 

ま
し
た
。
 

監
査
委
員
に
木
月
繁
美
氏
 

3
議
案
を
可
決
 

7
月
臨
時
議
会
 

選
挙
後
初
め
て
の
臨
時
町
議
会
が
、
 

七
月
二
十
八
日
、
 
一
日
間
の
会
期
で
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

新
し
く
当
選
し
た
高
林
、
峯
岡
両
議
 

員
の
議
席
決
定
の
後
、
六
月
二
十
二
日
 

病
気
の
た
め
死
去
さ
れ
た
木
村
信
行
議
 

員
の
追
悼
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

山
下
厚
生
委
員
長
が
追
悼
の
辞
を
述
 

べ
、
こ
れ
に
答
え
て
遺
影
を
抱
い
た
遺
 

族
を
代
表
し
て
木
村
光
さ
ん
（
松
本
）
 

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

▼
皆
川
正
登
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
 

か
ら
当
選
証
書
を
受
け
る
日
野
喜
美
 

男
氏
廿
7
月
 21 

日
、
役
場
で
▲
 

I 朝二,に投票三了、 
~ 投票粕の中を確認し 

~ ていただいた方 

~③衆‘参同日選挙 

~ ●第1投票所（役 場） 

「 伊藤庫太郎さん（貴船） 

~ ●第2投票所（上野小） 

松葉盛夫さん（常福） 

●第3投票所（中尾） 

世良義高さん（町伏原） 

③町長・町議補欠 

選挙 

●第1投票所 

白川美智高さん（ノ、ノ四） 

●第2投票所 

定宗ハル子（山崎） 

●第3投票所 

馬場義輔さん（西町） 
＼、 ノノ 

投 票 の 結 果 （町内3投票所計） 

ZA △ △ △ Z、 △ Z、 

-~~ 

町長選 町議補選 

選挙当日の有権者数 7,266 7,266 

投 票 者 総 数 6,577 6,564 

投 票 率 （%) 90.52 90.34 

無 効 投 票 100 1,488 

有 効 投 票 6 , 4 7 7 5,076 

今
回
の
議
会
に
は
、
三
件
の
議
案
が
 

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
 

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 38 

号
 
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
 

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
孔
 

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
と
医
 

療
費
の
高
騰
に
よ
り
、
国
保
税
の
税
率
 

な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

主
な
改
正
点
は
、
税
率
の
所
得
割
が
 

百
分
の
八
・
一
か
ら
同
八
・
八
に
、
資
 

産
割
が
百
分
の
六
十
五
か
ら
同
六
十
三
 

に
、
ま
た
、
被
保
険
者
均
等
割
額
お
よ
 

び
世
帯
別
平
等
割
額
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
、
 

一
世
帯
に
つ
い
て
千
円
引
き
上
げ
ら
れ
 

ま
し
た
。
な
お
、
課
税
最
高
限
度
額
も
 

三
十
五
万
円
か
ら
三
十
七
万
円
に
改
正
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 39 

号
 
赤
池
町
監
査
委
員
の
選
 

任
に
つ
い
て
井
町
議
会
議
員
か
」
」
「
選
 

任
の
木
村
信
行
氏
の
死
去
に
よ
り
、
新
 

し
く
木
月
繁
美
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
 

た。 

監査委員に選 

任された木月 

繁美議員 

o
指
名
1
号
 
議
会
常
任
委
員
会
委
員
 

の
選
任
に
つ
い
て
」
新
し
く
議
員
に
 

な
ら
れ
た
高
林
篤
氏
は
厚
生
常
任
委
員
 

に
、
峯
岡
均
氏
は
総
務
常
任
委
員
に
指
 

名
さ
れ
ま
し
た
。
 

『
 



け
 

か い け 昭和61年8月1日 （4 ) あ
 

報
 

広
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(5） 第283 号 広 報 あ か 

ご存知ですか一工場の課税免除 

赤池町工場誘致条例 
赤池工業団地（福祉センター下、約30万d）は、昭和63年秋の公 

募を予定に現在、地域振興整備公団の手で第1期の整備工事が進め 

られています。 

赤池町では、産炭地域振興臨時措置法に基づき、積極的に工場を 

誘致し、産業の振興と雇用の増大を図るため工場誘致条例を制定し 

ています。 

【減免措置】 

工場設置のため新たに取得した固定資産に賦課する固定資産税に 

ついては、 3年を限度として決められた範囲内で減免措置が受けら 

れます。 

【基 準】 

事業の用に供されることとなった機械および装置ならびに建物で 

その取得価格の合計が1,700万円をこえ、かつ、常時使用する従業員 

の数が10人以上の工場を新設または増設するもの。 

この規定の適用を受ける場合は申請書を町に提出しなければなり 

ません。 

また、同様に法人税や事業税、不動産取得税などの国・県税につ 

いても優遇措置が受けられ、工場再配置補助金や雇用給付金などの 

融資制度の適用も受けるこ 

とができます。 

くわしくは、役場産業振 

興課または税務課にお問い 

合せください。 

留
学
生
が
赤
池
中
を
訪
問
 

町
内
4
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
 

現
在
、
福
岡
県
に
は
五
百
六
十
人
の
 

外
国
人
留
学
生
が
い
ま
す
。
 

金
田
町
商
工
会
青
年
部
の
有
志
で
結
 

成
す
る
「
宇
宙
船
地
球
号
交
流
セ
ン
タ
 

ー
」
は
、
 

「
国
際
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
 

村
お
こ
し
の
き
っ
か
け
を
つ
か
も
う
」
 

と
、
こ
れ
ら
県
内
の
大
学
で
学
ぶ
外
国
 

人
留
学
生
を
招
き
、
七
月
十
四
日
か
ら
 

一
週
間
「
ボ
タ
山
交
流
会
」
 
と
し
て
、
 

囲
 

硬
山
に
盆
の
手
向
の
香
を
 

こ
の
句
は
、
昨
年
の
盆
 

伏
原
の
田
川
西
国
西
部
札
 

硬
山
を
仰
ぎ
、
香
を
焚
き
 

だ
句
で
あ
る
。
 

硬
山
は
私
に
と
っ
て
、
 

集
積
し
た
山
で
は
な
い
。
 

と
見
て
い
る
と
、
炭
坑
で
 

の
顔
が
次
々
に
浮
ん
で
く
 

ボ
タ
の
ー
つ
ー
つ
に
こ
れ
 

血
と
汗
が
今
で
も
に
じ
ん
 

に
思
わ
れ
る
。
 

一一禾 

春
翁
 

焚
＜
 

の
十
四
日
、
 

所
の
境
内
で
 

な
が
ら
詠
ん
 

単
に
ボ
タ
を
 

硬
山
を
じ
っ
 

働
い
た
人
達
 

る
。
硬
山
の
 

ら
の
人
達
の
 

で
い
る
よ
う
 

, I ，~ 
ト赤池中生徒と歓談する右から周さん、林さん、サンドラさノし‘ 

色
い
ろ
な
行
事
を
行
い
ま
し
た
〔
 

赤
池
町
に
も
、
こ
の
内
の
四
人
の
留
 

学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
市
場
小
学
校
、
 

赤
池
中
学
校
を
訪
問
し
て
、
児
童
、
生
 

徒
と
交
換
会
を
し
た
り
、
上
野
焼
を
見
 

学
し
て
、
実
際
に
ろ
く
ろ
を
回
し
た
り
、
 

興
国
寺
で
座
禅
を
組
み
、
赤
池
町
商
工
 

会
青
年
部
と
夜
な
べ
談
議
。
と
日
本
の
 

生
活
に
直
接
触
れ
て
、
泊
っ
た
家
庭
は
 

も
ち
ろ
ん
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
帰
り
勉
学
に
励
ん
 

で
い
ま
す
。
 

町
内
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
留
学
 

生
の
在
籍
大
学
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 
o
周
若
郡
さ
ん
（
四
十
歳
、
中
国
）
廿
 

九
州
大
学
機
械
ー
高
鶴
智
さ
ん
宅
（
上
 

小
路
）
o
林
永
順
さ
ん
（
三
十
歳
、
台
 

湾
）
ー
福
岡
大
学
経
済
ー
長
谷
川
雅
文
 

さ
ん
（
春
日
）
o

サ
ン
ド
ラ
・
ヘ
ゼ
ン
 

ジ
さ
ん
（
二
十
四
歳
、
ブ
ラ
ジ
ル
）
廿
 

九
工
大
土
木
ー
大
池
保
房
さ
ん
（
本
町
）
 

o
飯
田
グ
ロ
リ
ア
さ
ん
（
十
九
歳
、
メ
 

キ
シ
コ
）
廿
中
村
学
園
短
大
家
政
科
廿
 

長
谷
川
賢
二
さ
ん
（
石
松
）
 

体
‘
“
空
手
道
部
 

錬
成
大
会
で
上
位
に
入
賞
 

七
月
六
日
（
日
）
、
福
岡
市
民
体
育
 

館
で
、
第
四
回
福
岡
県
空
手
道
少
年
錬
 

成
大
会
が
、
連
盟
主
催
、
福
岡
県
・
市
 

教
育
委
員
会
、
県
体
育
協
会
な
ど
が
後
 

援
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

各
流
派
か
ら
代
表
の
千
五
百
人
の
選
 

手
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
 

た。 こ
の
大
会
に
赤
池
体
協
空
手
道
部
か
 

ら
も
十
五
人
の
選
手
が
田
川
代
表
と
し
 

て
出
場
し
、
好
成
積
を
残
し
ま
し
た
。
 

【
組
手
の
部
】
〇
小
五
ー
六
年
女
子
の
 

部
準
優
勝
廿
坂
田
早
苗
〇
中
一
年
の
部
 

3
位
ー
山
田
哲
也
O
中
学
二
年
の
部
2
 

位
ー
田
中
英
行
 

【
型
の
部
】
o

小
四
の
部
3
位
廿
篠
崎
 

) 

硬
山
は
坑
夫
の
墓
標
 

と
詠
ん
 

だ
俳
人
も
い
る
。
赤
池
炭
坑
廃
山
後
一
一
 

＋
年
。
筑
豊
→
亦
池
の
地
に
生
れ
育
 

っ
た
私
に
と
っ
て
、
硬
山
は
忘
れ
難
い
 

思
い
出
を
内
臓
し
て
い
る
。
 

神
に
ま
せ
ば
ま
こ
と
う
る
は
し
那
智
の
 

滝
（
虚
子
詠
）
 

滝
を
神
と
し
て
肥
り
仰
ぐ
土
地
の
人
 

々
。
ま
た
、
山
の
噴
火
を
御
神
火
と
し
 

て
仰
ぎ
紀
る
人
々
。
私
が
硬
山
を
仰
ぎ
 

見
る
時
、
こ
れ
ら
滝
や
噴
火
を
見
る
人
 

々
の
心
と
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
 

は
あ
る
ま
い
か
。
 

硬
山
に
盆
の
手
向
の
香
を
焚
く
 

炭
坑
で
死
に
、
炭
坑
で
働
い
た
人
達
 

の
冥
福
を
祈
る
気
持
で
、
私
は
硬
山
を
 

敏
幸
〇
小
五
の
部
3
位
井
坂
田
早
苗
o
 

中
二
の
部
優
勝
廿
長
野
士
郎
o

同
4
位
 

ー
田
中
英
行
 

（
敬
称
略
）
 ト上位入賞の体協空手道部のみなさん． 

仰
ぎ
、
盆
の
手
向
の
香
を
焚
い
た
の
で
 

あ
る
。
 つ

れ
づ
れ
 
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

流
水
の
池
に
落
つ
音
明
け
易
し
 

池
め
ぐ
る
さ
つ
き
咲
き
け
り
燃
ゆ
る
ご
と
 

一
声
の
鳥
舎
の
孔
雀
木
々
青
葉
 

か
い
や
か
た
 

老
鷲
の
合
間
に
聞
こ
ゆ
峡
館
 

画
家
の
意
「
凶
広
報
ー
ハ
月
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
 

か
 

内
科
医
の
増
員
充
峡
帥
夏
の
町
 

長
廊
下
連
れ
と
の
飛
燕
ま
よ
い
込
む
 

上
野
路
の
田
植
年
毎
淋
し
減
る
 

デ
ザ
ー
ト
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
や
扇
風
機
 

）
挙
購
ふ
先
ず
夏
も
の
を
下
の
箱
 

ト整備が進む赤池工業団地‘ 

」一 

『

一

 

」

一

 

苫
 

」
 
一
 

一お元，轟Iをす一② 
高
血
圧
の
予
防
 

は
滅
塩
か
ら
 

・
赤
池
町
で
は
病
院
の
 

外
来
に
か
か
っ
て
い
る
 

病
気
の
第
一
位
は
高
血
 

圧
性
疾
患
で
、
高
血
圧
 

症
、
ま
た
は
そ
れ
に
起
 

因
す
る
病
気
等
で
す
。
 

こ
れ
は
全
国
的
な
も
の
 

で
厚
生
省
で
も
減
塩
を
 

目
標
に
食
生
活
を
改
善
 

し
て
い
こ
う
と
本
格
的
 

に
こ
の
対
策
に
の
り
出
 

し
て
い
ま
す
。
食
塩
と
 

血
圧
と
の
間
に
は
食
塩
 

を
多
く
摂
取
す
る
と
血
圧
が
高
く
な
り
、
 

高
血
圧
の
人
が
塩
分
を
ひ
か
え
る
と
血
 

圧
が
低
く
な
る
と
い
う
密
接
な
関
係
が
 

あ
る
か
ら
で
す
。
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
食
 

塩
を
多
く
と
る
国
ほ
ど
高
血
圧
者
の
頻
 

度
が
高
く
、
日
本
の
中
で
も
食
塩
を
多
 

く
と
る
地
域
ほ
ど
高
血
圧
者
が
多
く
な
 

っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
者
は
正
常
血
圧
 

者
に
比
べ
て
脳
卒
中
や
心
臓
病
に
よ
る
 

死
亡
が
2
1
5
倍
と
、
危
険
度
が
高
く
 

な
り
ま
す
。
 

高
血
圧
の
予
防
は
減
塩
か
ら
で
す
。
 

塩
分
は
体
に
と
っ
て
普
通
わ
ず
か
3
g
 

位
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

食
物
そ
の
も
の
の
中
に
も
少
量
の
塩
 

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
日
中
汗
を
 

流
し
て
肉
体
労
働
を
し
て
い
る
人
は
除
 

い
て
、
日
本
人
は
現
在
使
用
し
て
い
る
 

半
量
く
ら
い
が
適
量
で
す
。
 

」 

味
は
、
慣
れ
も
あ
り
、
 
一
度
に
減
塩
 

す
る
の
は
大
変
難
し
い
事
で
す
か
ら
、
 

除
々
に
う
す
味
に
慣
れ
る
よ
う
心
が
け
 

血
圧
の
高
い
人
は
、
月
一
回
は
血
圧
測
 

定
を
し
て
、
合
併
症
を
予
防
し
、
正
常
 

な
人
で
も
年
一
、
二
回
は
定
期
的
に
血
 

圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
 

主な食品の食塩含有量 

毎日、なにげなく食べている食品の中に 
も思いがけないほど、多量の食塩が含まれて 
いるものがあります。食品を選ぶ際には注意 
が必要です。 
’みそ汁 1杯  1.59 
●かまぼこ 3 切  1.59 
●塩ざけ 1切  4.99 
●のり佃煮 大さじ1杯  2.59 
’たくあん 3 切  2.09 
●ハ ム 3 枚  1.sg 
’うめぼし 1 個  2.49 
●しょうゆ 大さじ1杯  3.29 

食塩摂取量と 
高血圧者の頻度との関係 
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待
ち
合
い
室
 

六
月
よ
り
町
立
病
院
へ
赴
任
し
ま
 

し
た
度
瀬
で
す
。
九
月
か
ら
研
修
へ
 

出
ら
れ
る
北
先
生
の
後
任
と
し
て
、
 

内
科
を
担
当
し
ま
す
。
 

町
立
病
院
に
勤
務
し
て
約
ー
ケ
月
 

に
な
り
ま
す
が
、
外
来
の
患
者
さ
ん
 

の
多
さ
と
、
次
々
と
入
院
し
、
ま
た
 

良
く
な
っ
て
退
院
し
て
い
く
病
棟
の
 

入
院
患
者
さ
ん
の
多
さ
に
、
住
民
の
 

皆
さ
ん
の
町
立
病
院
へ
の
期
待
と
信
 

頼
の
大
き
い
の
に
身
の
引
き
締
ま
る
 

思
い
で
す
。
 

私
の
専
門
は
内
科
で
す
 

が
、
内
科
と
言
う
と
、
熱
 

が
あ
る
の
で
カ
ゼ
で
も
ひ
 

い
た
か
な
と
か
、
頭
痛
が
す
る
 

が
血
圧
が
高
い
の
で
は
と
か
、
最
近
 

体
が
だ
る
い
が
お
酒
を
飲
み
過
ぎ
で
 

肝
脳
で
も
悪
く
し
た
の
で
は
、
と
い
 

う
こ
と
で
診
察
に
来
ら
れ
る
、
そ
う
 

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
は
な
い
 

か
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
患
者
さ
ん
 

を
悩
ま
せ
そ
の
健
康
を
犯
し
て
い
る
 

病
気
を
治
療
す
る
こ
と
は
、
内
科
医
 

に
と
っ
て
、
最
も
大
切
な
こ
と
の
ー
 

つ
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
、
疾
病
の
 

予
防
・
早
期
発
見
、
慢
性
の
病
気
に
 

対
す
る
教
育
・
指
導
、
そ
し
て
リ
ハ
 

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
指
導
が
重
 

要
な
責
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
日
本
人
の
三
大
死
因
を
み
 

て
も
、
悪
性
新
生
物
（
ガ
ン
）
・
脳
血
 

管
障
害
（
脳
卒
中
な
ど
）
・
心
臓
血
管
 

障
害
（
心
筋
梗
塞
・
心
臓
病
な
ど
）
と
 

そ
の
疾
病
の
治
療
と
同
じ
よ
う
に
、
 

そ
の
予
防
・
早
期
発
見
・
リ
ハ
ビ
リ
 

テ
ー
シ
ョ
ン
・
食
事
指
導
な
ど
が
大
 

変
重
要
な
疾
患
ば
か
り
な
の
で
す
。
 

町
立
病
院
で
も
、
患
者
さ
ん
を
待
 

つ
医
療
で
あ
る
外
来
・
入
院
診
療
ば
 

か
り
で
な
く
、
ガ
ン
検
診
と
し
て
の
 

胃
透
視
・
腹
部
超
音
波
検
査
（
ェ
コ
 

ー
）
な
ど
や
、
高
血
圧
・
心
臓
病
の
 

予
防
・
治
療
の
た
め
の
栄
養
士
 

に
よ
る
食
事
指
導
、
ま
た
 

脳
卒
中
や
心
臓
病
患
者
さ
 

ん
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
 

ョ
ン
な
ど
を
現
在
行
な
っ
て
い
 

一
 
一
 
一
 
一
 

「
一
 一
 

」一 一
 
一
 

掛
 

ま
す
。
ま
た
、
現
在
増
加
し
て
い
る
 

（ 

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
 

「
 

方
の
た
め
に
、
糖
尿
病
の
理
解
と
そ
 

）一
 

の
治
療
の
た
め
の
糖
尿
病
教
室
も
、
 

「
 

近
々
開
講
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
《
 

そ
の
他
、
高
血
圧
や
成
人
病
に
つ
い
 

「
 

て
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
希
望
が
あ
 

（
 

れ
ば
、
教
室
な
ど
も
続
々
開
い
て
い
 

？
 

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

？
 

住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
健
康
を
考
 
」一
 

え
、
よ
り
健
康
増
進
を
計
り
、
又
よ
 
）一
 

り
良
い
地
域
医
療
の
実
現
と
実
践
を
 
一 

行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

」一
 

町
立
病
院
内
科
医
長
慶
瀬
憲
治
 
「
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(7） 第283 号 

昭和61年8月1日 （6 ) け し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第283 号 

同
細
問
馨
発
町
ー
ス
 

人権作文 

『
差
別
に
つ
い
て
 

思
う
』
 

赤池中3年 

矢山 仁 

差
別
。
今
の
世
の
中
で
こ
れ
程
問
題
 

視
さ
れ
な
が
ら
も
、
な
お
か
つ
な
か
な
 

か
な
く
な
ら
な
い
も
の
は
な
い
と
思
う
。
 

現
在
、
世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
 

さ
れ
て
い
る
。
人
種
差
別
、
部
落
差
別
、
 

男
女
差
別
な
ど
だ
。
そ
の
ど
れ
を
と
っ
 

て
も
、
し
よ
う
も
な
い
理
由
で
 

。 

ま
ず
人
種
差
別
。
こ
れ
は
白
人
に
よ
 

る
有
色
人
種
に
対
す
る
差
別
だ
。
十
九
 

世
紀
、
白
人
は
ど
ん
ど
ん
有
色
人
を
ど
 

れ
い
と
し
て
働
か
せ
た
。
そ
の
頃
か
ら
 

約
百
年
た
っ
た
現
在
、
ど
れ
い
制
は
な
 

く
な
っ
た
が
、
白
人
の
有
色
人
種
に
対
 

す
る
差
別
意
識
は
消
え
う
せ
て
い
な
い
。
 

こ
の
人
種
差
別
に
つ
い
て
は
日
本
人
は
 

直
接
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
な
い
様
に
感
 

じ
る
。
し
か
し
、
日
本
人
も
有
色
人
種
 

で
あ
る
。
白
人
か
ら
み
る
と
黄
色
な
の
 

だ
。
だ
か
ら
西
洋
人
（
白
人
）
は
日
本
 

人
を
西
洋
人
並
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
 

だ
が
日
本
は
先
進
国
で
あ
り
、
そ
う
い
 

っ
た
差
別
を
行
っ
て
い
る
国
々
の
お
得
 

昭和61年8月1日 い け か
 

あ
 

報
 

広
 

老齢福祉年金を受け取ったら 

国民年金証書を提出しましょう 

老
齢
福
祉
年
金
受
 

給
者
の
み
な
さ
ん
。
 

あ
な
た
は
、
八
月
期
 

分
（
8
月
 11 

日
支
払
 

開
始
）
の
年
金
は
も
 

う
受
け
取
り
ま
し
た
 

‘カ 

つ・ 

ま
だ
受
け
取
っ
て
 

い
な
い
よ
う
で
し
た
 

ら
、
す
ぐ
に
指
定
の
 

郵
便
局
で
受
け
取
り
 

そ
の
足
で
年
金
証
書
 

を
役
場
年
金
係
に
提
 

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
国
民
年
金
証
 

書
を
提
出
し
ま
せ
ん
 

と
次
回
か
ら
の
年
金
 

が
受
け
取
れ
ま
せ
ん
 

の
で
、
お
忘
れ
の
な
 

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
厚
生
年
金
や
恩
給
な
ど
の
年
 

金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
そ
の
証
書
や
 

年
金
額
改
定
通
知
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
 

い。 
ま
た
、
年
金
額
が
昭
和
六
十
一
年
四
 

月
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
 

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
 

四
月
か
ら
七
月
分
の
差
額
が
「
「
国
民
年
 

金
特
別
証
書
」
（
8
月
上
旬
に
交
付
）
で
 

支
払
わ
れ
ま
す
。
 

八
月
期
分
を
受
け
取
る
と
き
は
、
年
 

金
証
書
の
ほ
か
、
「
国
民
年
金
特
別
証
書
」
 

と
印
か
ん
を
指
定
の
郵
便
局
に
ご
持
参
 

く
だ
さ
い
。
 

意
様
で
も
あ
る
。
そ
れ
で
日
本
人
は
名
 

誉
白
人
と
し
て
南
ァ
フ
リ
カ
共
和
国
な
 

ど
の
差
別
を
大
々
的
に
や
っ
て
い
る
国
 

家
か
ら
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
 
つ
ま
り
、
 

私
達
も
人
種
差
別
を
や
っ
て
い
る
の
だ
 

（
日
本
人
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
差
別
 

を
受
け
て
い
る
と
も
い
え
る
。
）
だ
が
、
 

白
人
と
有
色
人
に
は
違
っ
た
所
が
あ
る
 

の
だ
ろ
う
か
。
先
進
国
か
ら
見
れ
ば
、
 

現
在
少
々
遅
れ
た
文
明
し
か
持
っ
て
い
 

な
い
と
い
っ
て
も
、
文
明
そ
の
も
の
が
 

人
間
の
価
値
を
決
め
る
訳
で
は
あ
る
ま
 

い
。
私
に
は
白
人
と
有
色
人
と
の
違
い
 

は
皮
膚
の
色
し
か
発
見
で
き
な
い
。
ま
 

だ
ほ
か
に
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

次
に
部
落
差
別
。
は
っ
き
り
い
っ
て
 

私
に
は
こ
の
差
別
は
わ
か
ら
な
い
。
な
 

ん
で
生
ま
れ
育
っ
た
所
に
よ
っ
て
そ
の
 

人
の
評
価
が
変
わ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
 

な
に
生
ま
れ
た
所
と
い
う
の
は
そ
の
人
 

の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
 

占
め
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
で
生
ま
れ
 

よ
う
と
そ
の
人
自
身
の
価
値
、
権
利
は
 

変
わ
ら
な
い
。
今
ま
で
“
あ
の
人
は
す
 

ば
ら
し
い
《
と
い
わ
れ
て
き
た
人
が
、
 

生
ま
れ
て
き
た
所
が
被
差
別
部
落
だ
と
 

わ
か
っ
た
と
た
ん
軽
蔑
さ
れ
る
よ
う
に
 

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
 

何
百
年
も
昔
に
、
封
建
社
会
を
成
り
立
 

、
 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

 

交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

【
替
助
会
費
】
▽
青
柳
不
老
園
▽
梶
原
 

▽
熊
谷
本
▽
光
修
▽
庚
申
▽
高
鶴
▽
郷
 

ノ
谷
▽
清
山
▽
柴
ノ
門
▽
白
川
▽
白
糸
 

▽
高
田
▽
天
郷
▽
十
時
▽
不
二
▽
守
▽
 

渡
、
以
上
十
七
窯
元
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

o
高
津
新
助
（
上
野
）
焼
酎
1
升
o
持
 

永
義
光
（
赤
池
）
焼
酎
1
升
、
缶
ジ
ュ
 

ー
ス
 
30 

本
〇
門
柳
久
吉
（
赤
池
）
金
一
 

封
〇
筑
豊
カ
ラ
オ
ケ
交
友
会
、
中
村
勝
 

義
（
飯
塚
市
）
甘
酒
鰻
頭
 50 

個
、
缶
ジ
 

ュ
ー
ス
 
30 

本
〇
城
野
三
男
（
上
野
）
衣
 

類
 41 

点
、
は
き
も
の
3
点
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
替
助
会
費
】
 

（
一
口
廿
千
円
」
 

た
せ
る
為
の
み
に
行
な
わ
れ
た
差
別
に
、
 

ど
う
し
て
今
の
人
間
が
苦
し
め
ら
れ
な
 

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
そ
の
差
別
を
 

受
け
る
地
域
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う
 

こ
と
で
そ
の
人
自
身
の
評
価
は
変
わ
り
、
 

権
利
は
踏
み
に
じ
ら
れ
、
人
生
そ
の
も
 

の
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
生
ま
れ
 

育
っ
た
所
に
よ
っ
て
そ
の
人
の
人
生
が
 

変
わ
っ
て
く
る
な
ん
て
バ
カ
な
こ
と
が
 

ま
か
り
通
る
の
は
お
か
し
い
。
大
切
な
 

の
は
そ
の
人
そ
の
も
の
な
の
に
ー
。
 

男
女
差
別
。
現
代
社
会
で
の
女
性
の
 

進
出
は
め
ぎ
ま
し
く
、
女
性
で
も
充
分
 

男
性
並
み
の
仕
事
が
出
来
る
こ
と
は
実
 

証
さ
れ
て
い
る
。
 
そ
れ
で
い
て
ま
だ
男
 

性
と
女
性
の
地
位
が
違
っ
て
み
ら
れ
て
 

い
る
。
こ
の
男
女
差
別
も
数
百
年
も
昔
 

に
や
は
り
封
建
社
会
を
成
り
立
た
せ
る
 

た
め
に
、
男
尊
女
卑
と
さ
れ
て
い
た
の
 

が
今
ま
で
残
っ
た
の
で
あ
る
。
他
の
文
 

化
面
な
ど
で
は
と
て
も
発
展
し
た
の
に
、
 

日
本
人
の
心
は
ず
っ
と
ず
っ
と
同
じ
ま
 

ま
の
様
だ
。
女
性
に
は
赤
ち
ゃ
ん
を
生
 

む
と
い
う
大
切
な
仕
事
も
あ
る
。
だ
か
 

〇
森
本
ェ
イ
子
井
5

口
 

【
香
典
返
し
】
〇
高
林
一
郎
（
北
町
3

) 

〇
木
月
睦
夫
（
東
組
）
〇
木
村
幸
子
（
 

新
町
）
o

山
本
常
男
（
西
町
）
〇
太
田
 

敏
久
（
原
）
以
上
5
件
総
額
 12 

万
円
（
 

7
月
 15 

日
現
在
、
敬
称
略
）
 

お
 

礼
 

毎
年
、
身
体
障
害
者
福
祉
会
よ
り
、
 

町
内
の
各
支
所
長
、
駐
在
員
さ
ん
に
お
 

願
い
し
て
、
身
障
会
の
基
金
づ
く
り
の
 

た
め
に
、
物
品
の
販
売
を
し
て
お
り
ま
 

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、
 

昭
和
六
十
年
度
の
物
品
販
売
益
金
の
配
 

分
金
が
、
当
町
身
障
会
に
三
万
五
千
七
 

百
二
十
八
円
あ
り
ま
し
た
。
 

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
 

町
民
の
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
と
お
 

一
三
三
」
三
一
三

三

三
「
三
ニ
一
二
 
三

三
三
三
三
三
三
三
三
II

三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
」
三
三
三
三
三
」
三
三
I三
一
三
三
三
三
I三
 

河
村
光
陽
を
放
送
畑
 

R
 

R
K
B

テ
レ
ビ
の
『
愛
ら
ん
ど
九
州
 

22 

時
」
で
赤
池
町
が
生
ん
だ
童
謡
作
曲
 

家
河
村
光
陽
が
放
送
さ
れ
ま
す
0
 

「
ロ
ー
カ
ル
線
で
行
く
、
愛
唱
歌
の
 

旅」 

と
い
う
題
で
、
長
女
川
村
順
子
さ
 

ん
（
東
京
在
住
）
の
列
車
内
で
の
イ
ン
 

タ
ー
ビ
ュ
ー
や
興
国
寺
、
福
智
下
宮
、
 

上
野
焼
な
ど
、
光
陽
ゆ
か
り
の
風
物
が
 

放
送
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
上
野
保
育
所
や
英
語
、
独
語
 

で
『
か
も
め
の
水
兵
さ
ん
」
を
歌
う
E
 

野
小
児
童
な
ど
、
白
秋
の
柳
川
市
、
古
 

賀
政
男
の
大
川
市
な
ど
と
共
に
放
送
さ
 

れ
ま
す
。
 

▽
放
送
日
 

8
月
 12 

日
因
 

22 

時
か
ら
 

ト赤池駅でのビデオ撮り、中央右 

は長女の河村順子さん． 

× /
 ら

男
性
は
女
性
を
い
た
わ
っ
て
い
か
な
 

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
し
て
男
 

性
も
女
性
も
な
く
、
同
じ
だ
け
の
仕
事
 

を
し
た
者
に
は
同
じ
だ
け
の
報
酬
を
与
 

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
男
も
 

女
も
み
ん
な
平
等
に
。
 

差
別
を
い
い
こ
と
だ
と
す
る
人
は
お
 

そ
ら
く
い
ま
い
。
だ
が
差
別
は
い
ま
も
 

行
な
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
…
。
 

私
な
り
に
考
え
て
み
た
の
だ
け
れ
ど
、
 

た
ぶ
ん
“
自
分
は
え
ら
い
ん
だ
ノ
〉
と
 

思
い
た
い
ば
か
り
に
、
同
じ
人
間
で
も
 

自
分
よ
り
肌
の
色
が
黒
い
、
自
分
よ
り
 

生
ま
れ
が
悪
い
ー
な
ど
と
差
別
し
、
し
 

よ
う
も
な
い
優
越
感
に
浸
っ
て
い
る
の
 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
で
 

差
別
を
受
け
た
の
で
は
た
ま
っ
た
も
の
 

で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
差
別
と
い
 

う
代
物
は
ど
こ
の
だ
れ
か
が
 
「
差
別
を
 

な
く
そ
う
ノ
」
と
叫
ん
で
も
な
く
な
ら
 

な
い
だ
ろ
う
。
差
別
を
な
く
す
為
に
は
、
 

私
達
一
人
ひ
と
り
が
差
別
に
対
す
る
認
 

識
を
深
め
、
そ
の
残
酷
さ
を
知
り
、
そ
 

し
て
差
別
意
識
を
自
分
の
心
か
ら
お
い
 

だ
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
封
 

建
時
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
 

の
差
別
を
お
い
だ
す
の
は
容
易
な
こ
と
 

で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
 

差
別
を
受
け
て
い
る
人
々
の
こ
と
を
本
 

当
に
そ
の
人
の
身
に
な
っ
て
考
え
て
み
 

れ
ば
、
ぜ
っ
た
い
に
出
来
る
。
 
い
や
、
 

出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
世
か
 

ら
差
別
を
な
く
す
の
は
、
ど
こ
の
だ
れ
 

か
で
は
な
く
、
私
達
一
人
ひ
と
り
だ
と
 

思
う
。
 〕 

最
後
に
、
私
の
様
な
青
二
才
が
え
ら
 

そ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
 

し
た
。
で
も
、
私
は
本
当
に
こ
の
様
に
 

思
っ
て
い
ま
す
。
 

,e 
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今
月
の
解
放
講
座
 

と
き
 

8
月
 27 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

と
こ
ろ
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

やってみませんか 

インテごィアカ 

インディアカは、 1 チーム 

4 人。 直径7cmの平たいスポ 

ンジに皮をまき、それに鳥の 

羽根が4枚っいたボールを、 

6人制バレーボールのルール 

で、パスやスパイクして競い 

合うゲームです。 

9 月からの会員を次のとお 

り募集しています。 

ン30歳以上の女性 

レ練習日は毎週水 

曜日（変更あり） 

町民会館で午後 

8時から10時まで 

レ年会費は千円 

レ問い合せ、申し 

込みは教育委員 

会へか28-4100 

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
 

一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
 

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

赤
池
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
 

会
長
 
岩
城
 

辰
美
 

し
尿
の
盆
休
み
 

し
尿
収
集
は
、
八
月
十
四
日
・
十
五
 

日
が
休
み
で
す
。
し
た
が
っ
て
九
日
山
 

・
十
日
⑧
は
平
日
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
 

ゴ
ミ
収
集
は
、
盆
休
み
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
八
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
平
 

日
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
 

お
盆
の
救
急
医
療
は
 

お
盆
（
十
四
・
十
五
日
）
の
救
急
医
 

療
は
、
田
川
地
区
休
日
救
急
医
療
セ
ン
 

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

昼
は
、
内
科
・
外
科
・
小
児
科
、
夜
 

は
、
内
科
と
小
児
科
で
午
後
六
時
半
か
 

ら
十
時
半
ま
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

保
険
証
を
忘
れ
ず
に
、
救
急
の
場
合
 

の
み
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

田
川
市
新
町
 
云
 45 

1
7
1
9
9
 

一
 

× ノ 

お
わ
び
と
訂
正
 

七
月
号
九
面
、
木
村
信
行
議
員
 

死
去
の
記
事
の
中
に
、
「
昭
和
四
十
 

三
年
町
職
員
を
依
願
退
職
』
と
あ
 

っ
た
の
は
、
「
五
十
三
年
」
の
誤
り
 

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

×
 ぞJ』Iβ月一え稽羅茎叱名題行謝

イ
 

【休館日】 
4日、11日、17日 【 入館者へ自由に舞 

25日一 I 台を提供します 
【福祉バス運行日】 

休館日を除く毎日 
【仏教講演会】 

8 月はお休みします I 午前10時～午後3時 
ミ・盆休み（13日、14日、15日〕 

 ノ 

築こう水のある豊かなくらし一 8月1日～7日は水の週間 
シートベルト着用推進運動 8月1日～ 9 月20日 
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児童扶養手当 

現況届は9月10日までに 

児童扶養手当、特別児童扶養手当 

を受けている方は、 8月11日から9 

月10日までの間に現況届を役場に提 

出することになっています。 

この届出を忘れると、引き続いて 

受給できる資格があっても、支払い 

を受けることができなくなりますの 

で、必ず期日までに提出して下さい。 

手当の内容や届け出の手続きなど 

詳しいことは、役場福祉係にお尋ね 

ください。 廿28-2004（内50) 

シラミが発生しています 

体や衣類を清潔に 

最近、県内の小学校児童や幼稚園 

児などの間で、頭髪に寄生する 「ア 

タマジラミ」 が散発的に発生してい 

ます。 

どこからか一度持ち込まれて増殖 

源があると、家庭内から交遊関係に 

よる接触によって広がっていきます。 

一人ひとりがシラミを早期に発見 

して、衣類を清潔にし、 

入浴・洗髪をかかさな 

いようにし、寝具類は 

よく日光に当てるなど 

正しい知識で適切な駆除 

除をしましょう。 

社会衛生係 
アタマジラミ 

野犬補獲をします 

放飼いをしないよう 

最近、野犬に対する苦情が増えて 

います。 

このため、保健所と町では、早朝 

の野犬補獲を検討しています。 

赤池町飼い犬条例により、犬は囲 

いの中に飼い、鎖でつなぐなどの方 

法で、人に害を加えないようにしな 

ければなりません。 

また、外に連れ出すときも、生後 

90日以内の犬など特別な場合を除い 

て、綱などでつなぎ、かむ恐れがあ 

る場合は、口輪もかけなければなり 

ません。 

この条例に違反すると罰則規定も 

適用されます。 

絶対に放し飼いをしないようお願 

いします。 
社会衛生係 

．航か1
一
率
駐
 

圏
和
裁
（
初
級
）
技
術
講
習
会
▽
定
員
 

20 

名
程
度
▽
期
問
廿
9
月
9

日
ー
 11 

月
 

4
日
ま
で
の
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
（
 

10 

時
1
4
時
）
▽
受
講
料
ー
無
料
（
但
 

し
教
材
費
一
部
負
担
）
▽
場
所
廿
田
川
 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
受
付
廿
8
月
 19 

日
1
8
月
 20 

日
（
9
時
1
4
時
）
▽
問
 

い
合
せ
先
廿
福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
 

ン
タ
ー
筑
豊
支
所
（
飯
塚
総
合
庁
舎
内
）
 

。
0
9
4
8

(

 

2
3

)

 

4
1
5
6
 

圏
潜
在
看
護
力
活
用
講
習
会
▽
受
験
資
 

格
廿
現
在
就
業
し
て
い
な
い
保
健
婦
・
 

助
産
婦
・
看
護
婦
▽
期
日
ー
 10 

月
 13 

日
 

ー
 17 

日
▽
場
所
井
飯
塚
病
院
▽
講
習
科
 

目
廿
看
護
総
論
、
母
子
看
護
・
成
人
老
 

募 
ら 情 

慌
れ
噴
一
 

し 
ひ 離 

人
看
護
・
実
習
▽
受
講
料
ー
無
料
▽
申
 

込
廿
受
講
開
始
 10 

日
前
ま
で
に
最
寄
り
 

の
保
健
所
へ
▽
詳
し
く
は
飯
塚
保
健
所
 

廿
0
9
4
8

(
2
3

)
4
1
1
1
 

圏
乳
児
保
育
相
談
▽
8
月
 18 

日
の
、
町
 

民
会
館
▽
 10 

時
ー
 11 

時
半
▽
生
後
2

カ
 

月
、
 12 

カ
月
 

圏
心
配
ご
と
相
談
▽
7

日、 

18 

日、 

27 

日
▽
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
 10 

時
ー
 15 

時
 

業
副
防
ど
横
謝
ぐ
い
ぬ
ン
 

圏
三
種
混
合
▽
8
月
 19 

日
因
、
町
民
会
 

館
▽
 13 

時
半
ー
 15 

時
▽
生
後
 24 

カ
月
ー
 

48 

カ
月
圏
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
▽
8
月
 

20 

日
困
、
町
民
会
館
▽
 13 

時
半
ー
 15 

時
 

▽
生
後
3

カ
月
1
4
才
未
満
圏
B
C
G
 

▽
8
月
 22 

日
団
、
町
民
会
館
▽
 13 

時
半
 

ー
 15 

時
▽
ッ
反
判
定
陰
性
者
 

圏
心
臓
病
・
肝
臓
に
関
す
る
講
習
会
▽
 

田
川
心
臓
を
守
る
会
で
は
、
専
門
の
先
 

生
を
招
き
、
ス
ラ
イ
ド
映
画
、
運
動
、
 

食
事
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
 

▽
と
き
廿
8
月
 31 

日
岡
9
時
半
か
ら
▽
 

と
こ
ろ
廿
田
川
市
青
少
年
ホ
ー
ル
▽
講
 

師
廿
小
倉
記
念
病
院
循
環
器
内
科
部
長
 

延
吉
正
清
先
生
、
外
科
部
長
宮
本
忠
臣
 

先
生
、
循
環
器
小
児
科
揖
野
恭
久
先
生
、
 

特
別
講
師
田
川
市
立
病
院
長
棟
久
龍
生
 

先
生
 

T
試
験
・
募
集
m
 

圏
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
試
験
▽
 

試
験
日
時
廿
 10 

月
 19 

日
回
▽
場
所
井
九
 

州
産
業
大
学
▽
受
付
期
間
廿
9
月
1

日
 

1
9
月
5

日
▽
問
い
合
せ
及
び
受
付
場
 

所
廿
県
土
木
事
務
所
建
築
課
 

圏
自
衛
官
募
集
▽
2
等
陸
士
井
 18 

才
、
 

25 

才
（
受
付
随
時
）
▽
航
空
学
生
上
高
 

卒
（
見
込
）
、
 20 

才
（
8
月
1

日
、
9
 

月
 30 

日
受
付
）
▽
一
般
曹
候
補
学
生
廿
 

高
卒
（
見
込
）
、
 21 

才
（
8
月
1

日
、
 

10 

月
4

日
受
付
）
▽
問
い
合
せ
先
廿
福
 

岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
募
集
事
務
所
（
"
 

0
9
4
8
1
 22 

1
4
8
4
7

) 

圏
福
岡
県
職
員
採
用
（
初
・
中
級
）
試
 

験
＠
初
級
・
一
般
事
務
 30 

人
、
学
校
事
 

務
5
人
、
警
察
事
務
5

人
、
そ
の
他
若
 

干
争
（
土
木
・
農
業
土
木
・
林
業
）
▽
 

受
験
資
格
廿
昭
和
 38 

年
4
月
2

日
ー
昭
 

和
 44 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
 

（
た
だ
し
大
学
に
お
け
る
在
学
期
間
が
 

2
年
を
超
え
る
人
を
除
く
）
⑨
中
級
廿
 

行
政
事
務
 75 

人
、
学
校
事
務
 10 

人
、
警
 

察
事
務
5
人
、
栄
養
士
5
人
▽
受
験
資
 

格
ー
昭
和
 36 

年
4
月
2

日
、
昭
和
 42 

年
 

4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
⑥
試
験
 

日
廿
 10 

月
 19 

日
囲
＠
受
付
期
間
廿
9
月
 

1
日
1
9
月
 13 

日
⑨
間
い
合
せ
及
び
申
 

し
込
み
先
廿
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
 

局
任
用
課
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
 

番
7
号
）
か
0
9
2

(
6
4
1

)
3
8
 

8

(j 
圏
献
立
募
集
マ
テ
ー
マ
ー
 
「
わ
が
家
の
 

減
塩
料
理
」
 
▽
内
容
I
①
材
料
は
容
易
 

に
入
手
で
き
る
も
の
②
健
康
づ
く
り
の
 

た
め
創
意
工
夫
さ
れ
③
手
軽
に
調
理
で
 

き
る
も
の
（
材
料
費
4
人
分
2
千
円
以
 

内
）
▽
応
募
締
切
廿
9
月
 13 

日
ま
で
▽
 

応
募
及
び
問
い
合
せ
先
ー
最
寄
り
の
保
 

健
所
 

圏
身
体
障
害
者
の
方
の
集
団
見
合
▽
日
 

時
廿
8

月
 24 

日
⑧
、
 
10 

時
 30 

分
か
ら
▽
 

会
場
ー
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
 

参
加
費
井
五
百
円
▽
申
込
締
切
廿
8
月
 

16 

日
▽
申
込
受
付
井
日
曜
、
祝
日
を
除
 

く
毎
日
9
時
、
 15 

時
（
土
曜
は
 12 

時
ま
 

で
）
▽
新
期
申
込
手
続
ー
①
申
込
書
②
 

住
民
票
（
再
婚
者
は
戸
籍
謄
本
）
③
写
 

真
2
枚
④
身
体
障
害
者
手
帳
⑤
印
か
ん
 

等
を
持
参
し
本
人
が
申
込
み
下
さ
い
。
 

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
せ
先
廿
福
岡
県
 

身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
（
福
岡
市
中
 

央
区
六
本
松
一
丁
目
2

の
 22 

）
。
0
9
 

2

(
7
5
1

)
3
2
3
9
 

道路がつなぐ街と人 8 月は道路を守る月間 


